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外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て

―
「
ア
フ
リ
カ
」
を
中
心
に
―

地
名
の
研
究
は
国
語
学
に
お
い
て
、
残
念
な
が
ら
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

分
野
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
年
鏡
味
明
克
氏
に
よ
っ
て
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
外
国
地
名
に
つ
い
て
は
考
究
が
及
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

大
正
十
二
年
に

「外
国

（支
那
ヲ
除
ク
）
ノ
人
名
地
名
ハ
仮
名
書
ト
ス
ル
コ

ト
」
と
い
う
臨
時
国
語
調
査
会
が
発
表
し
た

「
常
用
漢
字
表
」
が
出
る
ま
で
は
、

外
国
地
名
は
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
で
も
、
名
残
と
し
て

「
英
国
」
「豪
洲
」
「
日
米
安
保
条
約
」
な
ど
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
熟
語
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
し
、
新
聞
な
ど
に
も
こ
う
い
う
よ
う

な
漢
字
表
記
法
が
よ
く
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
法
は

簡
潔
で
、
造
語
上
、
弾
力
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
し
、
今
で
も
わ
れ
わ
れ
の

日
常
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
。

外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
お
い
て
、
日
本
と
中
国
は
相
当
な
関
連
性
を
示
し

て
い
る
が
、
時
代
が
移
る
に
つ
れ
て
、
日
中
両
国
は
各
自
の
方
法
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
。
中
国
で
は
文
字
と
し
て
は
漢
字
だ
け
し
か
な
い
の
で
、
外
国
地
名

を
漢
字
で
書
き
表
す
こ
と
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
、

王

敏

東

カ
ン
ボ
ジ

殉
）な
ど
、
古
く
か
ら
中
国
に
知
ら
れ
た
地
名
は
歴
史
書
な
ど
の
文

献
に
散
見
し
て
い
る
。
明
末
、
西
洋
宣
教
師
に
よ
っ
て
新
し
い
世
界
地
理
概
念

が
中
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
特
に
、
利
璃
資

（
マ
テ
オ

・
リ
ッ
チ
）
が
漢
文
で

描
い
た

「坤
輿
高
國
全
図
』
貧

六
〇
二
年
）
は
地
理
、
地
名
、
文
化
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
中
国
の
世
界
観
に
新
し
い
考
え
方
を
示
し
、
後
世
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
は
最
初
は
中
国
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
外
国
語
で
あ
る
中
国
語
を
日
本

語
と
し
て
使
う
こ
と
に
は
ど
こ
か
不
自
然
な
所
が
生
じ
る
の
は
当
然
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
中
国
で
つ
く
っ
た
外
国
地
名
の
表
記
を
よ
り
原
音
に
近

く
、
ま
た
、
よ
り
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
と
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
変
え
る

こ
と
が
多
い
。　
一
方
、
漢
字
を
表
音
文
字
と
し
て
使
っ
て
い
る
外
国
地
名
の
漢

字
表
記
法
は
あ
る
意
味
で
万
葉
仮
名
の
表
記
法
と
同
じ
働
き
を
持
っ
て
い
か
ざ

洋
語
と
日
本
語
の
基
本
的
な
性
質
が
違
う
た
め
、
原
音
を
表
そ
う
と
す
る
時
に

は
、
冗
長
な
表
記
に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
縮
約

語
形
や
略
語
の
問
題
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
外
国
地
名
の
漢

字
表
記
の
研
究
は
、
当
て
字
、
漢
字
意
識
、
地
理
、
歴
史
、
更
に
文
化
交
流
な

ど
の
問
題
と
関
係
が
深
く
、
重
要
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
方
面
の



研
究
は
従
来
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
っ
て
も
、
か
な
り
限

定
さ
れ
た
資
料
に
お
け
る
共
時
的
な
研
究
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
中
国
の
表
記
ま

で
遡
っ
て
、
対
比
し
な
が
ら
全
体
的
に
論
じ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら

な
い
。
今
回
は
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
ア
フ
リ

カ
の
問
題
を
中
心
に
、
通
時
的
に
―
―
更
に
中
国
の
表
記
ま
で
遡
っ
て
論
じ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

０

●
２
、
研
究
方
法

日
本
に
お
け
る
外
国
地
名
の
表
記
は
ま
ず
音
訳
語
と
意
訳
語
に
大
別
で
き
る
。

音
訳
語
を
再
分
類
す
る
と
、
そ
の
外
国
地
名
の
中
国

（ま
た
は
日
本
）
に
お
け

る
受
容
は
次
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
音
訳
語

¨

（
一
）

古
く
か
ら
中
国

（ま
た
は
日
本
）
と
交
流
の
あ
っ
た
国
の
名
で

あ
る
。
中
国

（ま
た
は
日
本
）
の
ま
わ
り
に
あ
る
国
、
た
と
え
ば
、
イ

ン
ド
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
類
で
あ
る
。
こ
の
類
の
地
名
は

・よ

く
中
国
風
の

「古
称
」
で
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
。
中
国
と
の
交
流
の
長

さ
に
従
っ
て
、
や
や
多
様
な
形
を
示
し
て
い
る
。

（
二
）

主
に
マ
テ
オ

・
リ
ッ
チ
の
紹
介
に
よ
っ
て
中
国
に
知
ら
れ
た
地

名
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
、
欧
米
の
地
名
で
あ
る
。
こ
の
類

の
地
名
は
な
る
べ
く
原
音
を
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
、
長
い
当
て
字
表

記
が
多
い
。

（三
）

マ
テ
オ

・
リ
ッ
チ
の

「坤
輿
万
国
全
図
』
２

六
〇
二
年
）
以
後

発
見
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
中
国

を
経
ず
、
ま
た
は
中
国
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
、
原
音
が
直
接
日

本
に
入
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、
意
訳
語

¨
「
紅
海
」
「
地
中
海
」
「太
平
洋
」
の
よ
う
に
意
訳
し
た
外
国

地
名
で
あ
る
。

三ぼレ卸劉有．．副社̈
″げに洵かが）れも属していない、かなり独自

本
論
は
紙
幅
な
ど
の
関
係
で
、
今
回
は
ア
フ
リ
カ
の
漢
字
表
記
を
中
心
に
と

り
あ
げ
る
の
で
、
他
の
地
名
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
に
し

た
い
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
、
古
代
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
の
日
中
両
国
の
歴
史
書
、
地
理
書
、
地
図
、
紀
行
文
、
文
学
作
品
、
教

科
書
、
節
用
集
、
辞
書
、
百
科
辞
典
、
新
聞
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

文
献
か
ら
用
例
を
あ
つ
め
、
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
配
列
し
た
上
で
分
析
し
て
い

く
こ
と
に
す
る

（
Ｐ
２‐
付
表
を
参
照
）。
な
お
、
表
記
の
変
化
経
路
を
よ
り
見

や
す
く
す
る
た
め
に
、
用
例
を
図
に
す
る

（
Ｐ
２７
付
図
を
参
照
）。
調
査
に
用

い
た
資
料
は
Ｐ
２８
付
録
の
通
り
で
あ
る
。

Ｉ
、
ア
フ
リ
カ
の
漠
字
表
記
史

昔
、
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を

「
リ
ビ
ア
」
と
呼
ん
で
い
た
。
ヘ
タ
カ
イ
オ
ス
の

世
界
図

（前
六
世
紀
頃
）
や
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
世
界
図

（前
五
世
紀
頃
）
で
は
今

の
ア
フ
リ
カ
大
陸
を

「
Ｅ
”
く
＞
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
ア
フ

リ
カ
」
と
い
う
言
葉
は

「
ロ
ー
マ
統
治
下
に
ア
フ
リ
カ
は
北
西
部
の
属
州
が
ア

フ
リ
カ
と
呼
ば
れ
、
…
…
の
ち
ア
フ
リ
カ
と
い
う
呼
び
名
が
全
大
陸
を
さ
す
こ

と
に
な
っ
た
「
）と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昔
は
今
の
ア
フ
リ
カ
の
北
西
部

あ
た
り
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
大
陸
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た

「
ア



フ
リ
カ
」
は
中
世
の
↓
Ｏ
図

（
↓
ｏ
ヨ
〓

当
）に
よ
く
見
ら
れ
、　
一
四
八
二
年
ウ

ｐ
み
版
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
世
界
図
や
十
六
世
紀
の
幾
つ
か
の
地
図
に
も
現
れ

一
方
、
中
国
と
ア
フ
リ
カ
と
の
実
際
の
接
触
は
明
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
の
時
代
、
鄭
和

（
一
三
七

一
～

一
四
三
四
年
）
が
航
海
し
て
、
ア
フ
リ
カ
に

到
着
し
た
の
は
ほ
ぼ
事
実
と
し
て
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
鄭
和
の

航
海
に
つ
い
て
記
す
有
力
な
資
料

『武
備
志
」
に
は
ア
フ
リ
カ
全
体
に
対
す
る

綽

襲

藤

纂

ゞ

蝙

‥

‥

前
述
し
た
こ
と
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
「
ア
フ
リ
カ
」
の
音
に
漢
字
を
当
て

る
前
に
、
中
国
に
は
す
で
に

「利
未
亜
」
と
い
う
称
呼
が
あ
っ
て
、
指
す
内
容

は
今
の
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
了
ア
オ

・
リ
ッ
チ
の

「坤
輿
萬
國
全
図
」
な
ど
で

は
、
ア
フ
リ
カ
を

「
利
未
亜
」
と
大
文
字
で
記
入
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア

フ
リ
カ
の
北
西
あ
た
り
を

「
小
亜
非
利
加
」
と
称
し
て
い
る
。
日
本
は
中
国
の

影
響
を
か
な
り
受
け
て
い
て
、
大
体

「
リ
ビ
ア
」
系
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
当
て
字

表
記
系
に
移
行
し
て
い
る

（図
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
「
ア
フ
リ
カ
」
は
、
他

の
欧
米
地
名
と
違
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
を
指
す
語
自
体
が

「
リ
ビ
ア
」
か
ら

「
ア

フ
リ
カ
」
に
変
わ
っ
た
と
い
う
特
異
性
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

本
論
は
ア
フ
リ
カ
の
漢
字
表
記
に
つ
き
、
「
利
未
亜
」
系
と
ア
フ
リ
カ
の
当

て
字
表
記
系
と
の
二
つ
に
分
け
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
ア
フ
リ
カ
の

場
合
は

「
ア
」
「
フ
」
「
り
」
「
力
」
の
そ
の
四
音
節
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表

記
に
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
亜
」
―

「
阿
」
、
「
弗
」
―

「
仏
」
牟
佛
し

―

「払
」
翁
排
し

―

「布
」
―

「夫
」
―

「非
」
―

「斐
」
、
「
利
」
―

「嘲
」

―

「裏
」
―

「
里
」
―

「
理
」
、
「加
」
―

「駕
」
―

「迦
」
な
ど
の
よ
う
に
数

種
類
の
表
記
が
あ
る
の
で
、
そ
の
音
節
ご
と
に
と
り
あ
げ
て
考
え
た
い
と
思

つヽ

。１
、
「
リ
ビ
ア
」
系

昔
、
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を

「
リ
ビ
ア
」
と
呼
ん
だ
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。

「
リ
ビ
ア
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
「古
代
ギ
リ
シ
ヤ
人
は
リ
バ

（湿
気
）
を
も

一
れ
討
浦
榊
畑
¨
颯
社
『
勁
離
れ
汽
］
げ
お
¨
鶴
綺
辮
裁
な
い
」
（｛
岬
略
）
と

中
国
に
お
い
て
、
了
ア
オ

・
リ
ッ
チ
が

一
六
〇
二
年
に
つ
く
っ
た
と
思
わ
れ

る

「坤
輿
萬
國
全
図
」
で
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
大
文
字
で

「
利
未
亜
」
と
記
し

て
い
る
。
な
お
、
「
明
史
」
（意
大
利
亜
偉
）
は
リ
ッ
チ
図
を
も
と
に
し
て

「
天

下
有
五
大
洲
、
（中
略
）
第
三
日
利
未
亜
洲
、
亦
百
餘
國
」
と
し
て
い
る
。
〓
一

才
図
会
」
貧

七

一
五
年

・
王
元
翰
）
も

「利
未
亜
」
と
い
う
表
記
を
採
用
し

て
い
る
。
以
上
の
諸
文
献
か
ら
見
れ
ば
、
十
七
世
紀
の
初
め
か
ら
中
国
に
お
い

て
、
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を

「
利
未
亜
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
リ
ッ
チ
図
を
継
承
し
た

「職
方
外
記
』
２

六
二
三
年
）

と

「坤
輿
図
説
」
２

六
七
二
年
）
も

「
利
未
亜
」
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。

一
方
、
日
本
で
は

「西
洋
紀
聞
』
２

七

一
五
年

・
新
井
白
石
）
で
ア
フ
リ

カ
に
つ
い
て

「漢
に
利
未
亜
と
訳
せ
る
は
即
此
」
と
記
述
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る

「
利
未
亜
」
と
い
う
表
記
が
こ
の
頃
日
本
に
入
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
な
お
、
「未
亜
」
と
い
う
新
し
い
形
さ
え
日
本
で
現
れ
て
い
た

（
一
七
八
五
年
頃

・
長
久
保
赤
水

『改
正
地
球
萬
國
全
図
し
。
「
利
未
亜
」
に

「
リ
ミ
ヤ
」
と
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
も
の
に
は

「
四
十
二
國
人
物
図
説
』

（
一
七
二
〇
年
）、
「唱
蘭
新
訳
地
球
全
図
』
２

七
九
六
年

・
橋
本
宗
吉
）、
「
地

球
万
国
山
海
輿
地
全
図
説
」
２

八
五
〇
年

・
山
崎
成
美
）、
「蒙
古
退
治
万
国



早
分
図
」
（江
戸
末
期
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く

「
〓
ω
く
＞
」
と
い
う

原
音
を
知
ら
ず
、
中
国
で
作
っ
た

「
利
未
亜
」
と
い
う
漢
字
表
記
を
と
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
「
リ
ビ
ヤ
」
と
読
ん
で
い
る
も
の
に
は

「榮
覧
異
言
』
２

七

一
三

年

。
新
井
白
石
）、
「改
正
地
球
万
国
全
図
』
貧

七
八
五
年
頃

・
長
久
保
赤
水
）、

「
地
球
山
海
輿
地
全
図
説
』
２

七
八
八
年

。
長
久
保
赤
水
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
漢
字
表
記
は

「
利
未
亜
」
で
あ
っ
て
も

「
ア
フ
リ
カ
」
と
い
う
振

り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
例
が

「
地
球

一
覧
図
』
２

七
八
三
年

・
三
橋
釣
客
）、

「地
球
万
国
山
海
輿
地
全
図
説
』
２

七
八
八
年

。
長
久
保
赤
水
）
な
ど
多
数
見

ら
れ
る
。

一
方
、　
一
八
〇
二
年
に
成
立
し
た
江
戸
時
代
最
大
の
地
理
書
で
あ
る

「
訂
正

増
訳
栞
覧
異
言
」
（山
村
昌
永
）
に
は

「
亜
弗
利
加
洲
諸
国
旧
作
利
未
亜
」
と

あ
る
。
「
利
未
亜
」
が
そ
の
時
す
で
に

「古
い
形
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
表

（図
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て

「
利
未

亜
」
が
ア
フ
リ
カ
系
の
当
て
字
表
記
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
時
期
は
お
よ
そ
十

九
世
紀
の
後
半
頃
か
ら
で
あ
る
。

２
、
「
ア
フ
リ
カ
」
系

西
洋
に
お
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を
言
う
の
に

「
リ
ビ
ア
」
と
い
う
呼

称
か
ら

「
ア
フ
リ
カ
」
と
い
う
呼
称
を
使
う
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
中
国
も
日
本

も
そ
れ
と
同
様
に
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
表
記
が

「
リ
ビ
ア
」
系
か
ら

「
ア
フ
リ

カ
」
系
に
変
化
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
の
当
て
字
表
記
と
し
て
、
「
亜
非
利
加
」
２

六
〇
二
年

「坤
輿
萬

國
全
図
」、　
三
全

〓
二
年

「職
方
外
紀
じ

や

「
亜
費
利
加
」
２

六
七
二
年

「坤
興
図
説
し

が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
元
は
ア
フ
リ
カ
の
北
西
に
あ
る
地
域
名

で
あ
っ
た
。
後
に
、
ア
フ
リ
カ
全
体
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）

一
音
節
目
の

「
ア
」
に
つ
い
て

「
ア
」
の
部
分
に
当
て
た
漢
字
と
し
て
、
「
亜
」
と

「
阿
」
し
か
見
ら
れ
な

い
。
こ
の

「
亜
」
と

「
阿
」
の
格
れ
は
他
の
外
国
地
名
の

「
ア
ラ
ビ
ア
」
や

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
な
ど
に
も
あ
っ
た
。
し
か
も
大
体

「
亜
」
か
ら

「
阿
」

へ
移
っ
て
い
る
。

発
音
の
面
か
ら
見
て
い
く
と
、
中
国
語
に
お
い
て

「
亜
」
∩
ヽ

し

か
ら

「
阿
」
∩
●
∪

へ
移
っ
た
の
は
よ
り
原
音
に
近
い
形
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
日
本
語
で
は

「
阿
」
も

「
亜
」
も

「
ア
」
で
発
音
す
る
の
で
、
「
亜
」
と

「
阿
」
の
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
中
国
の
古
い
形
で
あ
る

「
亜
」
の
形
が
う
け

つ
が
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
日
本
で
は
古
い
形
の

「
亜
」
を
継

承
し
て
、
中
国
で
は
新
し
く
出
来
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
２
）

二
音
節
目
の

「
フ
」
に
つ
い
て

①

「
ア
ヒ
リ
カ
」
系

ア
フ
リ
カ
大
陸
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
で
最
初
の
ア
フ
リ
カ
の
当

て
字
表
記
は
お
そ
ら
く

一
六
〇
二
年
の

「坤
輿
萬
國
全
図
」
に
あ
る

「
亜
非
利

加
」
で
あ
ろ
う
。
発
音
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
二
音
節
目
を

「
非
」
で
当
て
た
の
は
中
国
語
的
な
当
て
方
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
唇
歯

音
の

［
二

を
同
じ
唇
歯
音
の
中
国
語
の

「非
」
∩
お
じ

で
当
て
た
の
で
あ

ろ
う
。　
一
方
、
日
本
語
に
は
相
当
す
る
唇
歯
音
が
な
い
。
こ
の

「非
」
系

の
表
記
は
中
国
で
当
て
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
で
は
こ
の
系
統
の
表

記
が
後
ま
で
優
位
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
、

一
八
六
八
年

『童
蒙
階
梯
西
洋
往
来
』
の

「
亜
非
利
加
州
」
や
、　
一
八
六
九



年

『世
界
国
尽
」
の

「
阿
非
利
加
洲
」
、　
一
人
七
二
年

「世
界
都
路
」
の

「
亜

非
利
加
」
な
ど
の
例
が
出
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
中
国
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
十
九
世
紀
後
半
に
な
る
と

「非
」
系
表
記
が
だ
ん
だ
ん
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

中
国
で
ア
フ
リ
カ
大
陸
全
体
を
指
す
場
合
の

「
非
」
系
表
記
は
十
七
世
紀
前

期
に
は
す
で
に
現
れ
た
。
し
か
し
、
光
緒
二
十
六

（
一
九
〇
〇
）
年
の

「萬
國

通
史
」
の
前

・
続

・
三
編
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
本
に
は

「う
つ
く
し
い
さ
ま
」

の
意
を
持
ち
、
「非
」
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る

「斐
」
系
表
記
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の

「
斐
」
系
表
記
は
も
う

一
例
、
中
華
民
国
十
六

（
一
九
二
七
）

年
の

「清
史
稿
」
に
も
見
ら
れ
る
。
「非
」
系
表
記
が
定
着
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
時
期
に
な
っ
て
な
ぜ

「斐
」
系
表
記
が
出
現
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

な
お
、
「萬
國
通
史
」
も

「清
史
稿
」
も

「
斐
」
「
非
」
の
二
表
記
を
混
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
「斐
」
系
表
記
は
日
本
の
文
献
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

日
本
で
は

「非
」
系
表
記
が
十
九
世
紀
後
半
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

で
、
「非
」
系
表
記
の
読
み
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
ア
プ

リ
カ
」
と
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
例
が

「銅
版
絵
入
萬
國
往
来
』
２

八
七

一
年
）
や

「萬
國
新
商
売
往
来
」
貧

八
七
二
年
）
に
あ
り
、
ま
た
、
「
ア
ビ
リ

カ
」
と
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
例
が

「
開
化
節
用
集
」
貧

八
七
五
年

・
宇

喜
田
小
十
郎
）
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
ア
フ
リ
カ
」
と
振
り
仮
名
を
付
け

て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
と
え
ば
、　
一
八
七
三
年
の

「書
頭
小
俸
西

洋
開
化
往
来
」
や

一
八
七
四
年
の

「萬
國
地
誌
略
」、　
一
八
七
八
年
の

「翻
刻

萬
國
通
史
」
、　
一
八
九
〇
年
の

「広
益
節
用
集
」
な
ど
で
あ
る
。

②

「
ア
フ
リ
カ
」
系

「
ア
フ
リ
カ
」
系
の
表
記
は
日
本
で
は
多
く
の
用
例
が
あ
る
が
、
中
国
で
は

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
用
例
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
で
は

「
フ
」

に
当
た
る
部
分
は
漢
字
の

「
弗
」
「
仏
」
翁
佛
し

「払
」
「
排
し

「布
」
「
夫
」

が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
特
に

「
亜
弗
利
加
」
と
い
う
表
記
は
十
八
世
紀
の
後
半

「
フ
ッ
イ
セ
ル
改
訂
ブ
ラ
ウ
世
界
図
古
写
」
に
す
で
に
見
ら
れ
、
以
後
、
外
の

諸
表
記
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
の
後
半
に
、　
一
度

「
亜
非
利
加
」
の
勢
力
が
入
っ
て
き
た
が
、
こ
の
中
国
色
の
強
い

「非
」
系
表

記
は
日
本
人
の
意
識
に
そ
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
後
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

「
非
」
系
の
も
の
は
前
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
語
訳
と
し
て
は
ふ
さ

わ
し
い
表
記
で
あ
る
が
、
「
非
」
が
日
本
語
に
お
い
て

「
ヒ
」
と
し
か
発
音
で

き
な
い
の
で
日
本
の
言
語
に
適
し
た

「
弗
」
系
表
記
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の

「
フ
」
系
表
記
の
中
に
、
「
弗
」
「
仏
」
翁
佛
し

「
払
」
寄
排
し

「
布
」
「夫
」
の
五
種
類
が
あ
っ
た
。

「
弗
」
は
慣
用
的
に

「
フ
」
と
発
音
す
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を

お

却
醜

海

「
節
岬

曜
騒

震

喘

課

「
お
肝

肛

」
綱

護

る
。
や
や
複
雑
な
字
形
で
あ
る

「
仏
」
翁
佛
し

「払
」
翁
排
し

よ
り
は

「
弗
」

の
方
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

「夫
」
は
、
「異
人
恐
怖
伝
』
貧

八
〇

一
年

・
検
夫
爾
著
）
と

「窮
理
通
」

（
一
八
三
六
年

・
帆
足
萬
里
）
の
二
例
し
か
見
ら
れ
ず
、
「布
」
は
、　
一
八
五
二

年
に
訳
さ
れ
た

「
理
学
提
要
」
に

「
亜
布
利
迦
」
が
あ
る
だ
け
で
、
ア
フ
リ
カ

の
漢
字
表
記
に
お
い
て
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

中
国
で
は

「非
」
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は

「
弗
」
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。



（
３
）

三
音
節
目
の

「
り
」
に
つ
い
て

「
り
」
の
音
を
当
て
た
漢
字
は

「
利
」
「悧
」
「裏
」
「
里
」
と

「
理
」
が
あ

っ
た
。
こ
の
五
字
が
お
互
い
に
交
替
す
る
例
は

「
ア
メ
リ
カ
」
や

「
イ
ギ
リ

ス
」、
「
イ
タ
リ
ア
」
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
な
ど
の

「
り
」
の
部
分
に
も
見
ら

れ
る
。
五
字
と
も
同
音
で
あ
る
が
、
よ
り
複
雑
な

「裏
」、
「
理
」
と

「悧
」
は

あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

「
り
」
の
表
記
の
中
で
は

「利
」
が

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）

四
音
節
目
の

「
力
」
に
つ
い
て

外
国
地
名
に
お
い
て
、
「
力
」
の
音
を
示
す
た
め
に
、
も
っ
と
も
多
く
使
わ

れ
る
の
は

「
加
」
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
で
も

「加
」
の
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
「
加
」
以
外
に

「駕
」
Ｔ

九
〇
〇
年

「萬
國
通
史
続
編
』
の

「
阿
斐
利

駕
し

や

「迦
」
貧

八
五
二
年

『
理
学
提
要
』
の

「
亜
布
利
迦
し

を
使
っ
た

例
も
あ
っ
た
。
「
加
」
「
迦
」
「駕
」
の
混
用
は

「
ア
メ
リ
カ
」
と

「
マ
ラ
ッ
カ
」

の

「
力
」
の
場
合
に
も
起
こ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
き
に
く
い

「
駕
」
と

「
迦
」
の
方
は
当
て
字
と
し
て
向
い
て
い
な
い
か
と
思
わ
れ
、
洵
汰
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３
、
ア
フ
リ
カ
の
略
称
に
つ
い
て

中
国
語
に
お
い
て
は
二
音
節
の
語
が

一
番
安
定
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
長
い

単
語
を
略
称
す
る
場
合
に
も
、
二
音
節
の
形
式
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と

い
（ヽ理
。
ア
フ
リ
カ
を
略
し
た
形
と
し
て
、
中
国
語
で
も
、
日
本
語
で
も
、　
一

音
節
目
の

「
阿
」
に

「
洲
」
を
つ
け
て

「
阿
洲
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
「
ア
」
で
始
ま
る
大
陸
名
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
他
に
、
ア
ジ
ア
と
ア

メ
リ
カ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
音
の

「
ア
洲
」
を
避
け
る
た
め
に
、
二
音
節
目

に

「
洲
」
を
付
け
る
と
い
う
語
構
成
の
略
称
が
考
え
ら
れ
る
。
中
国
で
は

「非

洲
」
と

「斐
洲
」
が
用
い
ら
れ
た
が
、
筆
画
数
の
多
い

「斐
」
は
用
い
ら
れ
な

い
よ
う
に
な
り
、
今
は

「非
洲
」
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

４
、
ア
フ
リ
カ
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
の
ま
と
め

全
体
と
し
て
は
中
国
で
も
日
本
で
も

「
リ
ビ
ア
」
系
の
表
記
か
ら
ア
フ
リ
カ

の
当
て
字
表
記
に
移
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「利
未
亜
」
と
表
記
し
て
い
る
の

に
、
「
ア
フ
リ
カ
」
の
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
例
か
ら
見
れ
ば
、
「利
未
亜
」

か
ら
い
き
な
り

一
転
し
て

「
ア
フ
リ
カ
」
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
ア
フ
リ
カ
の
当
て
字
表
記
で
は
、
「
ア
」
「
フ
」
「
り
」
「
力
」
の
音
節
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
表
記
に
揺
れ
が
生
じ
て
い
る
。

「
ア
」
の
部
分
は
、
中
国
で
は

「
亜
」
か
ら
よ
り
原
音
に
近
い

「
阿
」
に
変

化
し
て
来
る
が
、
日
本
で
は

「
亜
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

特
に
、
注
目
に
値
す
る
か
と
思
わ
れ
る
部
分
は
二
音
節
日
で
あ
る
。
中
国
で

は
中
国
語
に
合
う

「
亜
非
利
加
」
が
あ
っ
て
、
今
で
も
使
っ
て
い
る
。
こ
の

「
亜
非
利
加
」
を
代
表
と
す
る

「非
」
系
表
記
が
日
本
に
も
伝
わ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
読
み
方
と
し
て
は

「
ア
フ
リ
カ
」
と
振
り
仮
名
を
つ
け
て
あ

る
も
の
が
多
い
。
「
フ
」
に

「非
」
で
当
て
た
の
は
不
自
然
で
あ
っ
て
日
本
語

に
合
わ
な
い
の
で
、
ま
す
ま
す
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に

「
亜
弗

利
加
」
等
の

「弗
」
系
表
記
が
日
本
で
生
ま
れ
次
第
に
優
勢
に
な
っ
て
き
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
は
よ
り
原
音
に
近
づ
く
と
い
う
原

則
が
見
ら
れ
る
。
原
音
を
再
現
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
原
音
に
あ
っ
た
漢
字
を



選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
中
国
に
お
い
て

「
ヒ
」
系
表
記
が
不
動
の

地
位
を
占
め
た
理
由
で
も
あ
る
し
、
日
本
に
お
い
て
よ
り
原
音
に
近
い

「
フ
」

（弗
）
系
表
記
が
出
現
年
代
の
早
い

「
ヒ
」
（非
）
系
表
記
に
と
っ
て
か
わ
っ
た

理
由
で
も
あ
ろ
う
。

三
音
節
目
の

「
り
」
は

「利
」
で
当
て
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

四
音
節
目
の

「
力
」
は

「加
」
を
多
用
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
ア
フ
リ
カ
の
漢
字
表
記
の
消
長
か
ら
見
れ
ば
、
外
国
地
名
の

当
て
字
表
記
の
幾
つ
か
の
原
則
が
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
私
が
こ

れ
ま
で
に
調
査
し
た
他
の
外
国
地
名
の
表
記
を
も
勘
案
す
る
と
、
別
の
傾
向
も

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
外
国
地
名
の
当
て
字
表
記
の
原
則
に
つ
い

て
、
ア
フ
リ
カ
以
外
の
表
記
を
も
含
め
て
、
現
在
の
所
考
え
て
い
る
こ
と
を
ま

と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
び
と
し
た
い
。

第

一
に
、
音
訳
語
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
そ
の
地
名
の
原
音
に
忠
実
に
当
て

る
た
め
、
原
語
の
発
音
に
よ
り
近
い
音
の
漢
字
が
ま
ず
使
わ
れ
る
。
中
国
に
せ

よ
、
日
本
に
せ
よ
、
こ
れ
は
ど
の
外
国
地
名
の
当
て
字
表
記
に
も
当
て
は
ま
る

一
番
の
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
の
読
み
方
は
日
中
各
々
違
う
。
日
本
で

は
中
国
で
作
ら
れ
た
表
記
を
受
け
継
い
で
、
日
本
語
で
発
音
し
た
時
、
原
語
に

合
う
場
合
と
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
、
「
イ
ン
ド
」
と
か

「
イ
タ
リ
ア
」
の
よ
う
に
、
中
国
の
表
記
を
日
本
で
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
お
り
、

あ
ま
り
問
題
は
な
い
。
後
者
の
場
合
は
、
日
本
は
中
国
の
表
記
を
何
ら
か
の
形

で
変
え
て
お
り
、
よ
り
日
本
語
ら
し
い
表
記
を
作
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
今
回
と
り
あ
げ
た

「
ア
フ
リ
カ
」
を
例
と
し
て
言
う
と
、
二
音
節

目
の

「
フ
」
に
つ
い
て
、
中
国
で
は

「
非
」
を
当
て
た
の
は
自
然
で
、
日
本
で

は
最
初
に
こ
の

「
非
」
系
表
記
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
が
、
そ
の
後
日
本
語

に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い

「弗
」
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
旦
、
音
が
決
ま
れ
ば
、
同
音
異
字
の
中
か
ら
ど
れ
を
選
ぶ
か
と
い
う
問
題

が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
同
音
異
字
語
の
中
か
ら
、

１
、
筆
画
数
の
多
少

２
、
そ
の
漢
字
の
持
つ
意
味

な
ど
に
よ
っ
て
、
字
が
選
ば
れ
る
と
い
う
第
二
の
原
則
が
は
た
ら
く
と
思
わ
れ

２一
。「
筆
画
数
の
多
少
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
な
る
場
合
と
少
な
く
な
る
場
合
と

い
う
二
つ
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
は

「払
」
牟
排
し

「
仏
」

翁
佛
し

よ
り

「弗
」
が
優
勢
に
な
っ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
筆
画
数
が
少
な
く

な
る
例
で
あ
る
。
ま
た
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
は

「
欧
遅
巴
」
か
ら

「欧
羅
巴
」
へ
、

鷲

録

る 「
脚
尚

統

一
端

薇

診

乱
数
い
す っ
け
あ

優
先
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。　
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
を

「
英
吉
利
」
と
い
う
表
記
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
画
が
比
較
的
複
雑
な

「嘆
暗
悧
」
で
当
て
て
い
る

場
合
が
あ
る
の
は
、
筆
画
数
が
多
い
方
を
選
ぶ
例
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
英
」

コ
こ

「
利
」
な
ど
の
よ
く
使
わ
れ
る
漢
字
を
使
う
と
、
普
通
の
文
と
誤
解
さ
れ

る
恐
れ
が
大
き
い
が
、
「
嘆
」
「暗
」
「
悧
」
の
よ
う
な
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
漢

字
を
使
う
と
、
「外
国
地
名
」
だ
と
読
者
に
理
解
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
漢
字
の
持
つ
意
味
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
と
り
あ
げ
た
ア
フ
リ
カ
の
場
合

は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
て
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
外
国
地
名
の
漢
字

表
記
に
お
い
て
見
逃
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
書
き



搬

ほ
静
ヽ
ボ
輩

壼

粍

銀

「
物
」
稀
瑚

鶴

『
製

嘲
残
輔

を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
私
が
調
査
し
た
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド

の
当
て
字
で
あ
る

「身
毒
」
が
使
わ
れ
な
く
な
る
現
象
な
ど
が
見
ら
れ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
例
は
佐
伯
氏
の
調
査
さ
れ
た
維
新
前
後
の
結
果
と
も
合
致
す
る
。

し
か
し
、
西
洋
の
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
鎖
国
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
を
わ
ざ

と

「払
狼
機
」
で
あ
て
た
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
を

「
切
死
丹
」
に
当
て
た
り
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
は
、
当
時
の
日
本
の
対
外

姿
勢
を
も
反
映
し
て
、
必
ず
し
も

「
好
字
の
表
記
へ
」
変
化
す
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
特
に
良
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
も
悪
い
意
味
を

も
っ
て
い
る
と
も
決
し
が
た
い
同
音
異
字
の
場
合
は
他
の
要
素
に
よ
っ
て
取
捨

が
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
表
記
す
る
と
き
、

「奥
」
「喚
」
よ
り
三
水
の
つ
い
た

「澳
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
は
、
中
国
で
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
海
外
に
あ
る
大
き
な
島
だ
と
認
識
し
、
水
と
結
び
付
け
や

す
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
音
訳
語
で
あ
っ
て
も
、
意
味
の
面
を

も
併
せ
て
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
地
名
の
当
て
字
表
記
は
ま
ず
な
る
べ
く
原
音
に
近
い
漢

字
を
使
う
と
い
う
原
則
が
見
ら
れ
、
同
音
異
字
の
場
合
は
、
「筆
画
数
の
多
少
」

と

「漢
字
の
持
つ
意
味
」
と
い
う
副
次
的
な
要
因
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

全
体
的
に
言
う
と
、
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
に
お
い
て
、
日
本
は
中
国
の
影

響
を
相
当
に
受
け
て
い
る
と
言
え
る
。
中
国
で
作
っ
た
表
記
は
ほ
と
ん
ど
全
部

そ
の
ま
ま
日
本
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
中
国
で
作
っ
た
そ
れ
ら
の
外
国

地
名
の
漢
字
表
記
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
中
国
の

表
記
を
ふ
る
い
に
か
け
て
、
日
本
に
適
す
る
表
記
を
受
け
入
れ
、
そ
う
で
な
い

場
合
は
日
本
独
自
の
表
記
に
変
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
国
で
作
っ

た
外
国
地
名

の
表
記
が
日
本
で
通
用
し
な

い
最
大
の
要
因
は
や
は
り
両
言
語
の

音
韻
体
系
が
違
う

こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
地
名

の
漢
字
表
記
を
研
究
し
て
い
く
方
法
を
探
る

一
つ
の
試
み
と

し
て

「
ア
フ
リ
カ
」
に

つ
い
て
論
述
し
て
き
た
。
し
か
し
、
調
査
や
説
明
な
ど
、

不
十
分
な
部
分
が
あ
る
も

の
と
思
う
。
別
の
地
名

に
つ
い
て
も
詳
し
く
調

べ
れ

ば
、
こ
こ
で
述

べ
た
よ
う
な
こ
と
に
修
正
を
加
え
る
必
要
も
出
て
く
る
か
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。

注（
１
）
イ
ン
ド
は
古
く

「身
毒
」
翁
史
記
」、
「倭
漢
三
オ
図
会
」
な
ど
）
「天
竺
」
η
後
漢
書
」

「正
倉
院
文
書
」
天
平
勝
宝
八
年
六
月
二
一
日
・
東
大
寺
献
物
帳
な
ど
）
と
い
う
ふ
う
に
表

記
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
カ
ン
ポ
ジ
ア
に
は

「東
哺
秦
」
貧
東
西
洋
考
」、
「海
國
図
誌
じ

な
ど
の
表
記
が
当
て
ら
れ
た
。

（２
）
ア
フ
リ
カ
に

「工
弗
利
加
」、
チ
リ
に

「智
利
」、
ロ
シ
ア
に

「魯
西
亜
」
を
当
て
た
場
合

は
、
万
葉
仮
名
の
音
仮
名
と
同
じ
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
又
、
ア
ラ
ビ
ア
に

「荒
火
屋
」

を
当
て
た
例

（福
沢
諭
吉

『世
界
國
尽
し

も
見
ら
れ
る
が
、
「
ア
ラ
」
の
部
分
に

「荒
」

を
当
て
た
の
は
訓
仮
名
の
機
能
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（３
）
地
中
海
や
太
平
洋
の
類
の
海
洋
の
呼
称
は
意
訳
し
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
音
訳
語
と

し
て
現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
海
洋
名
に
カ
ス
ピ
海
が
あ
っ
た
。
カ
ス
ピ
海
は
昔
長
い
間

「北
高
海
」
或
は

「裏
海
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「北
高
海
」
と

「裏
海
」
と
い
う
呼
称
は

音
訳
語
で
も
な
い
し
、
意
訳
語
で
も
な
い
の
で
、
コ

、
音
訳
語
」
に
も

「
二
、
意
訳
語
」

に
も
分
類
で
き
な
い
。
外
国
地
名
に
お
い
て
、
カ
ス
ピ
海
の
表
記
変
化
が
か
な
り
特
別
な

の
で
、
「
三
、
そ
の
他
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

（
４
）
『世
界
大
百
科
辞
典
」
■

九
七
二
年
・
平
几
社
）

（
５
）
０
と
Ｔ
の
文
字
を
組
み
合
せ
た
形
態
の
図
式
で
、
中
世
の
人
々
の
世
界
に
対
す
る
観
念
を

象
徴
的
に
表
し
た
も
の
と
言
え
る
。

（６
）
織
田
武
雄

「地
図
の
歴
史
」
（昭
和
四
十
人
年

・
講
談
社
）

（７
）
徐
玉
虎

『明
代
鄭
和
航
海
図
之
研
究
」
２

九
七
六
年

・
台
湾
学
生
書
局
）
な
ど
が
詳
し

い
。



（
９
）
『説
文
通
訓
定
声
」
に

「弗
侵
借
為
佛
」
ま
た

「弗
侵
借
為
携
」
と
あ
る
。

（Ю
）
趙
元
任

「中
国
話
的
文
法
」
２

九
人
〇
年
）、
黄
宣
範

『漢
語
語
法
」
２

九
人
三
年
）

（
ｎ
）
春
山
行
夫

「
現
代
用
語
の
系
統
―
と
く
に
明
治
用
語
に
つ
い
て
１
２
」
含
言
語
生
活
」
昭

和
四
十

一
年
）

（
・２
）
『神
戸
大
学
国
語
年
誌
」
２

九
八
六
年
）

∧
主
な
参
考
文
献
Ｖ

∧
日
本
語
∨

飯
塚
浩
二

「
ア
フ
リ
カ
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
」、　
一
九
六
二
年

（「
地
理
』
第

七
巻
、
第
八
号
）

春
山
行
夫

「
近
代
用
語
の
系
統
―
と
く
に
明
治
用
語
に
つ
い
て
１
１
～
１５
」、

昭
和
四
十

一
（
一
九
六
六
）
年
～
昭
和
四
十
二
年

（〓
一口語
生
活
じ

西
浦
英
之

「
近
世
に
於
け
る
外
国
地
名
称
呼
に
つ
い
て
」
、
昭
和
四
十
五

（
一

九
七
〇
）
年

（『皇
学
館
大
学
紀
要
」
八
）

南
波
松
太
郎
等
編

「
日
本
の
古
地
図
」
、　
一
九
七
〇
年
、
創
元
社

河
部
利
夫

（責
任
）
編

「世
界
地
名
辞
典
―
西
洋
編
」、　
一
九
七
〇
年

（十
七

版
）、
東
京
堂

西
浦
英
之

「幕
末

。
明
治
初
期
の
新
聞
に
あ
ら
わ
れ
た
外
国
名
称
呼

・
表
記
に

つ
い
て
」
、
昭
和
四
十
六

（
一
九
七

一
）
年

（「皇
学
館
大
学
紀
要
』
九
）

「
世
界
大
百
科
辞
典
」、　
一
九
七
二
年
、
平
凡
社

渡
辺
光
等
編

「
世
界
地
名
大
事
典
」
、
昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）
年
、
朝
倉

書
店
『世
界
地
理
百
科
大
事
典
」、　
一
九
七
三
年
、
講
談
社

岩
田
豊
樹

『古
地
図
の
知
識

一
〇
〇
』、
昭
和
五
十
二

（
一
九
七
七
）
年
、
新

入
物
往
来
社

『
図
録
西
洋
と
の
出
会
い
」
、　
一
九
七
七
年
、
京
都
外
国
語
大
学
付
属
図
書
館

『鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
」
、
昭
和
五
十
三

（
一
九
七
八
）
年
、
原
書
房

「宛
字
外
来
語
辞
典
」、　
一
九
七
九
年
、
柏
書
房

小
林
雅
宏

「
明
治
初
期
の
翻
訳
書
か
ら
み
た
外
国
地
名
の
表
記
」
、　
一
九
八
二

年
、
貧
専
修
大
学
文
研
論
集
』
八
）

佐
伯
哲
夫

「維
新
前
後
の
新
聞
に
見
る
外
国
地
名
の
漢
字
表
記
」
、　
一
九
八
六

年
、
３
神
戸
大
学
国
語
年
誌
じ

佐
伯
哲
夫

「官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新
間
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記
」
、　
一
九
七
六
年
、

翁
関
西
大
学
文
学
論
集
し

織
田
武
雄

「
地
図
の
歴
史
」、　
一
九
八
九
年

（第
八
刷
）、
講
談
社

秋
岡
武
次
郎

「世
界
地
図
作
成
史
」
、
昭
和
六
十
三

（
一
九
八
八
）
年
、
河
出

書
房
発
行

『秋
岡
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展
」、　
一
九
八
九
年
、
神
戸
市
立
博
物
館

∧
中
国
語
∨

『外
国
地
名
訳
名
」、
民
国
四
十
四

（
一
九
五
五
）
年
、
教
育
部
公
布

徐
玉
虎

『明
代
鄭
和
航
海
図
之
研
究
」、　
一
九
七
六
年
、
台
湾
学
生
書
局

『
世
界
地
名
詞
典
」
、　
一
九
八

一
年
、
上
海
辞
書
出
版
社

郡
献
回
等
編

「外
国
地
名
語
源
詞
典
」、　
一
九
八
四
年

（第
二
刷
）、
上
海
辞
書

出
版
社

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―



表 :アフリカの用例一覧表

表記 〈振り仮名〉 年代 書名 表記 (振り仮名〉  年代   書名
亜弗利加

アフリカ

亜弗利加
(ア フリカ〉

亜弗利加
くアフリカ〉

亜弗利加

亜弗利加
(ア フリカ〉

利未亜
(リ ミヤ〉

亜弗利加

亜夫利加洲
(ア フリカ〉

利未亜

亜弗利加

利未亜

亜弗利加(旧作利未亜 )
(ア フリカ〉

亜弗利加洲
(ア フリカ〉

アフリカ

(此洲一名)利未亜

亜夫利加洲

亜弗利加洲
〈アフリカ〉

亜弗利加

あび里か

利未亜

亜弗利加
くアフリカ〉

亜弗利加

亜弗利加
(ア フリカ〉

1797      53

1801    RA

1796      59

1796      59

1802    ヒ

1802    ヒ

1802    YI

1806      16

1810

1811

1822

1829

．摯

Ｈ

　

５７

５０

６０

ヒ

ヒ

∞

∞

∞

∞

・４

Ｍ‐

５．

１０５

　

８２

８２

８

　

８

利未亜

利未亜

利未亜

亜非利加

あひりか

利未亜

利未亜州

亜非利加

あひりか

利未亜

利未亜

〈リビヤ〉

利未亜

利未亜

〈リウイヤア〉

利未亜洲
(リ ミヤ〉

利未亜州

利未亜
〈リミ?ヤ〉

利未亜
〈あふりか ?〉

亜弗利加

亜払利加

亜弗利加

利未亜
(ア フリカ〉

未亜

利未亜
〈リビヤ〉

利未亜
(アフリカ)

利未亜

〈リビヤ〉

利未亜

1602      -―

1609   六十三
1623      ブヽ

1623      ノヽ

1652      42

1672   二十三
1672   二十三
1672   二十三
1704以後 SU
1709      カ

1713      ア

1713      ス

1715    イ

1725   五十一
1728     108

1774     bi

1774      bi

1775      52

1783     48

1785      9

1785      9

1788

1788

1789

1744



表記 〈振り仮名〉 年代 書名 表記 〈振り仮名〉  年代   書名
亜布利加洲
〈あふりかしう)

亜弗利加

利未亜

利未亜
〈リミヤ〉

リミヤ

亜弗利迦
(あぶりか〉

亜弗利加

亜弗利加
(ア フリカ〉

亜弗利加

亜弗利加

亜弗利加

亜布利迦
(ア フリカ)

亜弗利加
(ア フリカ)

亜弗利加洲

亜弗利加

阿非裏加

阿非利加

阿非晴1加

亜非呼1加

亜弗利加洲

亜弗利加

亜弗利加

亜弗利加 (洲 )

アフリカ

亜弗里加州

亜弗利加

亜非利加洲

阿非利加

亜非利加

亜弗利加洲

NU1849

1850

1850

1854      フ

1854      ´ヽ

1854   五十三
1854   五十三
1854   五十三
1854   五十三
1854    WA
1855      75

1855      bO

1855      bO

1855      bO

1856      96

1856      96

1856   五十四
1856   五十四
1856   五十四
1857      ,ナ

＆

８７

８７

８７
　
ＺＡ

６８

７０

　

６９

７．

７２

ｂｕ

亜夫利加洲
(ア フリカ〉

利未亜

亜弗利加
(あふりか〉

亜弗利加 (洲 )
(あふりか〉

阿未利加洲

阿利未加洲

阿非里加洲

亜弗利加
(ア フリカ)

亜弗利加
〈あふりか〉

亜弗利加
(あふりか〉

阿未里加洲

阿非里加洲

亜弗利加 (州 )
(あふりか)

亜弗利加

亜弗利加

亜弗利加

利未亜
〈リヒヤ)

利未亜

利未亜洲

亜弗利加洲
(ア フリカ)

阿非利加

亜弗利加
(ア フリカ)

亜弗利加
(ア フリカ〉

亜弗利加
(ア フリカ〉

1839   五十二
1839   五十二
1839   五十二
1839   MA

Ｒ‐

　

ｐｕ

MA

YA

1839   五十二
1839   五十二
1842      po

1845      107

1846      15

1847      66

1847      85

十

Ｈ

斜

ａ

＆

　

税

＆

二十六

二十六

66



表記 〈振り仮名〉  年代   書名 表記 〈振り仮名〉  年代   書名
亜非利加洲

亜弗利加洲

亜弗利加

亜弗理加
(ア フリカ〉

亜非利加

亜非利加
〈アプリカ)

亜非理加
(ア プリカ〉

亜非利加

阿非利加洲

亜非理加洲

阿非利加

あぷりか

阿非理加洲

阿非理加

亜非利加 (人 )

亜非利加洲
くアプリカシウ〉

亜非利加洲
(あぶりかしう〉

亜弗利加

亜弗利加洲

亜弗利加

亜非利加洲

阿非利加
(ア フリカ〉

亜非利加

阿非利加

亜非利加
(ア フリカ〉

亜非利加

亜非利加
〈アフリカ)

1870      り「

1870      ,「

1870      チ

1870      ,「 ヨi

1871      tya

1871      tya

1871      tya

1872    ク

1872    コ

1872      コ

1872    コ

1872      コ

1872      コ

1872      コ

1872      コ

1872      tyu

1872

1873      オ

1873      オ

1873      オ

1873      Jト

1873      pyo

1874      テ

1874      テ

1874      テ

1874      ナ

1874      ba

亜弗利加

亜弗利加 (人 )

阿弗利加
(ア フリカ)

アフリカ

阿弗利加

利未亜

〈リビア)

阿非利加
(ア フリカ〉

亜非利加
〈アフリカ〉

阿非利加(一作利未亜 )

亜非利加
(ア フリカ〉

亜弗利加

利未亜

(リ ミヤ〉

亜弗利加

亜弗利加州

亜非利加

阿非利加

アフリカ

亜弗利加
(あふりか〉

亜非利加州

亜弗利加州

アフリカ洲

亜弗利加

阿非利加洲

亜弗利加

亜非理加洲

亜非利加洲

亜非利加

1858      76

1860      pa

1860      chi

1860      chi

1860      chi

1861    KU

1861    KU

KU

1861    KU

1861・    R
8・ 31

1863      124

1863      che

1864      119

1864      119

1864   二十七
1864   二十七
1867      83

1868      95

1868    ウ

1868    ウ

1868     pyu

1868・    A
9。 9

1869     タ

1869・     A
8。 上旬

1870      チ

1870      チ

1870      チ



表記 〈振り仮名〉  年代   書名 表記 〈振り仮名〉  年代   書名
亜非利加洲

亜弗利加洲

亜非利加

阿弗利加

亜非利加

亜弗利加

亜弗利加

亜非利加
(Africa)

亜弗利加
(Africa)

亜佛利加

アフリカ [亜非利加]

阿洲

阿非利加洲

亜弗利加

亜非利加

阿非利加

アフリカ

亜弗利加

アフリカ

亜弗利加入

(按、黒奴の義 )

アフリカ

(赤道)亜弗利加

阿非里嘱

亜非利加洲
(ア フリカシウ〉

亜非利加

亜非利加洲
(ア フリカシウ〉

阿非利加洲
(ア フリカシウ〉

阿非利加
〈アフリカ〉

(西 )アフリカ

８７９
観
８８２
鞭
鍛
躍
晰
８８７

1887      ホ

1887      tよ

1887   二十八
1887   二十八
1887    E

1887    E

1887   四十三
1888     F

1888    F

1888     rya

1888    HI

1890   四十八
1890      SI

1890

エ
ト
叩
Ｃ
ｓｙｕ
ｓｙｕ
７
ホ

十
　
ｕ

Ⅲ
　
Ⅲ
　
一二
　
ｒｙ

観
観
８９０
８９０

SI

亜非利加
(ア フリカ〉

亜非利加洲
(ア フリカシウ〉

亜非利加
〈アプリカ(～アラズ～)〉

亜弗利加

亜非利加
(あびりか ?〉

亜弗利加

亜弗利加
〈アフリカ)

亜非利加洲
(ア フリカシウ〉

亜弗利加

亜弗利加
(ア フリカ〉

亜弗利加
(ア フリカ〉

弗

亜弗利加洲
(ア フリカ〉

阿

阿非利加洲
(ア フリカシウ〉

阿弗利加
(ア フリカ〉

アフリカ

阿非利加

亜非利加

亜弗利加

阿非利加

亜非利加
(ア フリカ)

亜非利加

亜非利加

1875以 降 NA
1876    ヌ

1876    ネ

1876    ネ

1876    KA二

1876    KA二

1876    KA二

1876    TI

1876    TI

1876    TI

1876以後 五十
1878     8

1878      り

1878   二十九
1878     gu

1878     gu

1879      エ

NI

ツ
　
ＺＩ

TI

24



表記 〈振り仮名〉  年代   書名 表記 (振り仮名〉  年代   書名
あふりか

(亜非利加・亜弗利加 )

阿弗利加

亜非利加洲

(南 )斐洲

阿弗利加

アフリカ大陸

阿弗利加洲

阿

アフリカ

アフリカ

アフリカ

阿弗利加

アフリカシュー

(阿弗利加洲 。

阿非利加 )

(あふりかしう)

(欧美)非 (三洲 )

非洲

非洲

阿非利加洲

アフリカ

アフリカ

阿弗利加
〈アフリカ〉

アフリカ

非洲

阿非利加洲

非洲 (阿非利加洲 )

アフリカ

利未亜

利未亜

利未亜

(り ひあ〉

利未亜

1921      nyo

1922      6

1927   七十
1927   七十
1928      ハ

1928      ハ

1928      ハ

1928      ハ

1928      nyu

1932      hyu

1934      syo

1934      syo

1934      nya

1937   六十八
1937      プヽfブヽ

1955      プt

1955      ノt

1955      zya

1961      zyu

1969    KI

1972      hya

1983   二十五
1983   二十五
1983   二十五
1984     zyo

江戸初期 31
江戸末期 81

江戸末期 81

江戸末期 86

阿弗利加

阿非利加

亜弗利加

亜弗利加

亜弗利加

亜弗利加

阿非利加洲

阿斐利加洲

斐洲

斐

阿斐理加

亜非利加

阿斐利駕洲

亜斐理駕洲

非洲

阿非利加

亜弗利加

亜非利加洲
(ア フリカシウ〉

非洲

非洲

亜非利加

亜弗利加

阿弗利加

亜非利加
(あふりか〉

アフリカ

非洲

亜弗利加
〈Afurika〉

阿非利加 (大陸)

阿弗利加

亜弗利加

阿弗利加

亜弗利加

1892    G

1892    G

1892・ l   I

1897・ 2   1

1899    mu

1899    C

19∞   二十四
19∞   二十四
19Clll   二十四

1900   二十四
1900   三十一

1900   二十一

1900   三十一

1900   三十二

1902   二十
1902   二十二

1903    レ

1903      ryo

1904      11

1904   三十三
1904   三十三
1904    D

1904    D

1908    myu

1908     myu

1909   二十一

1909     kyo

1913    ま

1914      123

1914      122

1919      3

1919     4



表記 (振 り仮名〉 年代

江戸末期

江戸末期 89

江戸末期 89
江戸末期 89

江戸末期 90
江戸末期 91

江戸末期 92

江戸末期 93
江戸末期 88

江戸末期 88

文化・文 62
政頃

詫
一８６亜弗利加

(ア フリカ)

利未亜
〈リミア ?〉

利未亜州

利未亜
〈リミヤ〉

利未亜

亜弗利加

亜弗利加
(あふりか〉

亜弗利加

利未亜

亜弗利加州
(あぶりか〉

亜弗利加

亜弗利加洲      江戸末期 91
(ア フリカシウ〉

*書名は付録の記号欄をご参照下さい。



|'デ
lJA I ∧

中
国
∨

∧
日
本
∨

阿利未加州 O

利未亜

阿未利加洲 ロ 阿リト里rr

阿非里加洲戸

非洲

利未亜

あひりか

―

米亜 σ

亜払利加□

リミヤo
亜弗理カロワ

亜弗里加

`弼 卜利カロか JLL___

阿非利加/―
亜非理加ロ
あぶりか暑

ぷ
あふりかロト」

阿非利加

阿非里嘔 。
 阿非裏加 中
阿斐nfll加 幸
亜非1利加 cI

亜斐理駕ロ
阿斐利加〆
阿斐理加2
阿斐利駕′
阿洲ロ
斐洲日

亜弗利

り ;町可[[i二 正三≡壺」LJ:::菫 :」L三二三二三二」L__」 口L二__

(年 )1600



付録 :調査に用いた資料

記号 書 名 作 者
利璃資坤輿萬國全利璃資

図

六十三 三才図会

八  職方外紀
42  万国総図・世界人
形図

二十三坤輿図説

王折・王思義

支儒略

南懐仁

SU  大大節用新益大成
イ  西洋紀聞     新井白石
力  増補華夷通商考  西川如見
ア  栞覧異言     新井白石
ス  倭漢三才図会   寺島良安
ga  四十二国人物図説 崎港西川先生著
五十一 欽定古今図書集成

108  中華古今分国大成 西田栄欣

図

109  万国図      本屋彦右衛門
bi  解体新書     杉田玄白
52  フィッセル改定ブ
ラウ世界図古写

48  地球一覧図    三橋釣客
(中根玄覧)

9   改正地球万国全図 長久保赤水

49  地球万国山海典地 長久保赤水
全図説

112  唐土歴代州郡沿革 長久保赤水

地図

萬国新話

出版社・所蔵

株式会社大安

廣文書局

「日本古地図大成」(講談社)

台湾商務印書館

米谷隆史氏

岩波「日本思想大系」35新井白石

岩波文庫

「新井白石全集」第四

日本随筆大成刊行会

渕梅軒蔵板。「紅毛雑話」

中華書局影印

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

岩波「日本思想大系」65

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本の古地図」(南洟松太郎・室賀

信夫・海野一隆編 創元社1970年 )
「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「紅毛雑話」

「日本の古地図」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

gl

ll

57

58

59

桂川甫周

地球図      司馬江漢
「北磋聞略」付録地桂川甫周

球全図

「北嵯聞略」付録亜桂り|1甫周

細亜全図

唱蘭新訳地球全図 橋本宗吉

年代

1602

1609頃

1623

1652

1672

1704以後

1708

1709

1713

1713

1720

1725

1728

1744

1774

1775頃

1783

1785頃

1788

1789

1789

1792

1794

1794

1796



記号 書 名 作 者 年代

53  地球図      林子平      1797
RA  異人恐怖伝   極西検夫爾著・志 1801

筑忠雄識

坤興全図     稲垣子
円球万国地海全図 石塚獲高     1802
訂正増訳果覧異言 山村才助     1802
暦象新書     英人奇児/志筑忠雄 1802
華夷一覧図    山村昌永     1806

「日本古地図大成」

「文明源流叢書」第三巻

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

青史社

「文明源流叢書」二

「鎖国時代日本人の海外知識」(開

国百年記念文化事業会)

「日本の古地図」

米谷隆史氏

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本科学古典全書」一

岩波「日本思想大系」55

岩波「日本思想大系」55

「小方壼斉興地叢砂補編再補編」

(1877年序・王錫棋輯)広文出版社

岩波「日本思想大系」55

岩波「日本思想大系」55

岩波「日本思想大系」55

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

成文出版社 (六十巻本)

台湾商務印書館

米谷隆史氏

阪大

米谷隆史氏

「日本古地図大成」

出版社・所蔵

50

60

ヒ

YI

16

14  新訂万国全図   高橋景保
MI  日本節用万歳蔵  勝村常善
51  万国全図 (「万国地高木正朝写
理図説」付図)

105  間浮提図附日宮図 存統
82  地球万国全図   松本儀平
RI  窮理通      帆足萬里
pu  垢舌或問     渡辺畢山
pe  戊戌夢物語    高野長英
五十二 四洲志      林則徐

MA  外国事情書    渡辺畢山
YA  再稿西洋事情書  渡辺畢山
po  海防に関する蕃主佐久間象山
宛上書

107  南閻浮洲細見図説 恵厳
66  新製興地全図   箕作省吾
85  万国山海輿地全図 赤水周泉
二十六 海國図誌     魏源
十  濠環志略     徐継奮

1810

1811再刻

1822

1829頃

1836

1836(序 )

1838

1838

1839

1839

1839

1842

1845

1847

1847

1847

1848

1849

1849

1849再刻

1850

NU

l18

87

大成無双節用集  鶴峯戊申世霊編輯
暁鐘成補

海外新話     楓江釣人
永代節用無尽蔵世河辺桑揚

界高國之図

地球万国山海興地 山崎美成

全図説



84

ZA

68

70

69

71

72

bu

フ

記号 作 者
栗原信

不及斎

年代

1850頃

1850新刻

1851

1851

1852

1852

1852

1852

1854

1854

1854

1854

1855

1855

1856

1856

1857

1858

1860

1860

1861

1863

1863

1864

1864四刻

1867

1868

書 名
万国地球全図

高代早引節用集

「八紘通誌」所載新

模欧遅巴図

校訂興地方円図

地球儀

新訂坤興略全図

新訂地球万国方図

理学提要

海外人物輯

宮田彦左衛門

箕作院甫

壇重時

壇重時

中島

広瀬元恭訳

素行学人黒田惟孝

撰井書・永田南渓

識

英国慕維廉著

馬場貞由訳述

山路諸孝

和蘭オツトモンエセ

著・魁山無懐子訳

美國祥理哲著

近藤蜆山

一番齋

武田簡吾

木村鉄太

徐継奮著・井上春

洋・森萩園・三守

柳圃訓点

高井蘭山

丁違良

河邊桑揚子

出版社・所蔵

「日本古地図大成」

江戸書林/大坂書林。米谷隆史氏

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

朝日新聞社「日本科学古典全書」

「紅毛雑話」

東春堂老人蔵版「紅毛雑話」

「小方壼齋輿地叢砂補編再補編」

「江戸科学古典叢書」7

「日本古地図大成」

國書刊行会「文明源流叢書」

「小方壺齋興地叢抄補編再補編」
「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

國書刊行会「文明源流叢書」

青史社

対媚閣蔵・阪大

米谷隆史氏

米谷隆史氏

京都崇実館存板

阪大国文研究室

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

へ  外蕃容貌図画
五十三 地理全志

WA 泰西七金訳説
75  重訂万国全図
bo  倭蘭年表

五十四地球説略

96  万国地球全図
サ  万国一覧
76  輿地航海図
pa  航米日録
chi  万延元年遣米使節

航米記

KU  温環志略 (対媚閣
蔵・文久辛酉新刊)

che  大福節用無尽蔵
124  江戸大節用海大蔵
二十七 萬國公法

119  大日本新撰永代節

用無尽蔵興地全図

「西洋旅案内」所載福沢諭吉

世界図

95  万国渡海双六



記号 書 名     作 者
ウ  童蒙楷梯西洋往来
pyu  東京地学往来全  松園先生編述
A  横浜新報もしほ草

夕  世界國尽     福沢諭吉
チ  輿地誌略     内田正雄
チ五 輿地誌略巻五   内田正雄
tya  銅版画入萬國往来

完

ク  世界風俗往来   中金正衡著
コ  世界都路     仮名垣魯文著
tyu  萬國新商売往来全 浪華翠栄堂半山編
オ  萬國地名往来   黒田行元著
キ  世界婦女往来   山本奥助著
pyo 頭書小偉西洋開化 片山勤識

往来全

テ  萬國地誌略 文部省・小沢圭三 1874

15

出版社・所蔵

教科書大系

青山堂発・阪大国文研究室

「横浜新報もしほ草・江湖新聞」(小

林秀雄校訂。明治文化研究会発

行・1926年 )に収

教科書大系

教科書大系

前田富棋氏蔵

阪大国文研究室

井上氏等蔵板・教科書大系

萬笈閣板・教科書大系

阪大国文研究室

石田忠兵衛板・教科書大系

大野木市兵衛板・教科書大系

阪大国文研究室

教科書大系

教科書大系

官許・書林商社。米谷隆史氏

天香書屋蔵版・文江堂吉田屋文三

郎発丁売・前田富棋氏

米谷隆史氏

教科書大系

前田富秩氏

大久保利謙編「西周全集」第二巻・

宗高書房

教科書大系

教科書大系

岩波文庫

明盟舎蔵。米谷隆史氏

「小方壺齋輿地叢砂補編再補編」

阪大

年代

1868

1868

1868～

1869

1870

1870

1871

1872

1872

1872

1873

1873

1873

ナ  地球儀用法    久保譲次訳著
ba  単語獨稽古    伴源平編輯
hyo 増補仮名附単語篇 東京伊藤桂洲輯録

下

NI  開明節用集    山本奥助
ッ  地理初歩     文部省
ZI  開化節用集    字喜田小十郎
NA  英主比較論    西周

ヌ  小学地球儀間答  庄野鉄平
ネ  地理描図法   文部省・石橋好一

訳

KA二 米欧回覧実記   久米邦武編
TI  大全漢字彙    青木輔清纂
五十 奉使倫敦記    庶昌著
8  師範学校編韓萬國文部省・小澤圭二
地誌略 郎識

1874

1874

1874

1874

1875

1875

1875以降

1876

1876

1876

1876(増訂補刻 )

1876以後

1878



ｓｙ

７

ホ

記号 書 名

二十四萬國通史前編

三十一萬國通史続編

三十二 萬國通史三編

二十 原富下冊

作 者

1884

黒田清隆識    1887

廣学会編

廣学会編

廣学会編

厳復

り  欧州奇事花柳春話 丹羽純‐郎訳   1878
二十九環遊地球新録   李圭       1878(李 鴻章序)
gu  翻刻高國通史上編 作楽戸痴麗訳編・ 1878刊
巻之上     平田宗敬校・文部

省

工  世界国つくし   岡田伴治編    1879
卜  小学地誌     文部省。南摩綱紀 1880
myo 雅俗広義明治節用 ガヽ笠原美治編纂  1882
字典

百科全書

環遊日記

改正パーレー氏萬 実学会英学校校 1887

目史直訳 (Peter閲・牛山良助直訳

Parley's Universal

History)

せ  無味気      嵯峨の屋おむろ  1887
二十八 漫遊随録     王捐       1887
四十三俄遊日記     江陰膠祐孫著   1887

rya  正宝普通伊呂波字 京都山田浅治郎  1888

引大全

HI  萬國史要 (訂正三斯因頓著・松島剛 1888
版)      訳

ryu  広益節用集    秋田管城編    1890
四十八天外帰桂録    洛飛声著     1890
SI  実地応用帝目新用福井淳編述    1890
文大成

二十 初使泰西記    志剛
ryo  天下一品明治用文藤谷暢吾編

全

mu  勇少年冒険諄初航桜井鴎村
海

年代     出版社・所蔵
明治文学全集

走向世界叢書

前田富秩氏

博真堂板・教科書大系

教科書大系

米谷隆史氏

文部省・丸善商社出版

東京成文堂出版。前田富棋氏

1890(序 )

1896

1899

1900

1900

19∞

1902

明治文学全集

走向世界叢書

「小方壺齋興地叢F/・」(1877年序・

王錫棋輯)に収・広文出版社

米谷隆史氏

春陽堂印行・前田富棋氏

米谷隆史氏

「小方壺齋輿地叢抄補編再補編」

前田富棋氏

走向世界叢書

前田富棋氏

明治文学全集

台聯國風出版社

台聯國風出版社

台聯國風出版社

商務印書館



記号 書 名
二十二 原富

レ  椿姫
十五 社会通詮

作 者

厳復

長田秋涛訳

厳復

三十三 欧州十一国遊記二康有為

種

myu 広益節用 (上 )(下 )大塚子成編纂
二十一孟徳斯鳩法意   厳復
kyo 新撰和獨字彙  平塚定二等合著・

(大増補第十九版)山脇玄校閲・パウ
ル・エーマン補正

ま  時務一家言    徳富蘇峰
123 時事新報欧洲戦局

地図

122  列強大戦争地図

3   大阪毎日新聞社改 山崎直方監修
造世界地図

4  大阪朝日新聞社調
査部編纂世界新地

図

nyo  言泉

6   袖珍改新世界詳図 小川琢治編
七十 清史稿      趙爾巽
ハ  世界地理重要問題奥田保治
解説

nyu  日本家庭大百科事彙

hyu 大百科事典

syo  國民百科大辞典

nya  大辞典

六十八 海録注

九  外国地名訳名
馬承鉤注釈

年代 出版社・所蔵

1902      商務印書館
1903      明治文学全集
1904      商務印書館
1904(序 )  走向世界叢書

中華民国教育部公布 1955

・目立編訳館編訂

1955

1961

1969

1972

1983

米谷隆史氏

商務印書館

米谷隆史氏

明治文学全集

時事新報社・阪大

大阪毎日新聞社・阪大

大阪毎日新聞社・阪大

大阪朝日新聞社・阪大

大倉書店

東京富山房発兌・阪大

香港文学研究社出版

中興館発行

富山房

平凡社

富山房

平凡社

台湾商務印書館

台湾商務印書館

平凡社

玉川

岩波

平凡社

商務印書館

1908

1909

1909

(十九版発行 )

1913

1914

1914

1919

1919

1921

1922

1927

1928

1828

1932

1934

1934

1937

zya  世界大百科事典

zyu  玉川百科大辞典

KI  広辞苑      新村出
hya  世界大百科事典

二十五 外国地名訳名手冊 中国地名委員会編



記号

zyO

31

81

86

88

89

90

91

92

93

62

R

C

E

F

G

I

D

書 名    作 者
大百科事典

世界図

世界六大洲

地球万国全図。大

日本略図

地球万国全図説覧 小松公峯
蒙古退治万国早分

図

万国人物之図

地球万国全図

早智万国之図

万国人物図絵

万国興地全図

官板バタヒヤ新聞

時事

郵使報知

朝野

官報

東京日日

国民

栄寿堂刊

嶺田楓江

群芳堂刊

松原右仲

出版社・所蔵

平几社

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「日本古地図大成」

「幕末明治新聞全集」(世界文庫)

に収

「新聞集成明治編年史」(中山泰昌

代表)に収

「新聞集成明治編年史」

「新聞集成明治編年史」

「新聞集成明治編年史」

「新聞集成明治編年史」

「新聞集成明治編年史」

年代

1984

江戸初期

江戸末期

江戸末期

江戸末期

江戸末期

江戸末期

江戸末期

江戸末期

江戸末期

文化・文政頃

幕末明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治


